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【レポート】 

 近年、全国の多くの地方自治体では職員のなり手不足や早期離職の問題を抱えている。本レポートでは、浜田

市における職員採用と普通退職の状況を分析し、現在行っている人員確保に向けた取り組みについても報告しま

す。 

 

浜田市における人員確保に向けた取り組み 

―
 働き続けたくなる魅力ある職場をめざして 

― 

 

島根県本部／浜田市職員労働組合 

 

  1. はじめに 
 

(１) 浜田市の概要  

 「住みたい 住んでよかった 魅力いっぱい 元気な浜田」 

 ～豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち～ 

 2005年10月１日に、浜田市、金城町、旭町、弥栄村、三隅町の５市町村が合併し、新「浜田市」が誕

生した。 

 浜田市は全国に誇れる海、山などの美しい自然と、日本遺産に認定された石見神楽、北前船寄港地の

外ノ浦やユネスコの無形文化遺産に記載された石州半紙などの伝統文化、海水浴場、しまね海洋館アク

アスなど豊かな自然を活かした観光資源を有しており、また、高速道路、港湾などの都市基盤や大学、

美術館をはじめとする教育文化施設が充実した、人と文化と自然の調和のとれた島根県西部の中核都市

である。 

 

(２) 浜田市の人員確保における概要 

 浜田市の職員数は2024年４月２日現在で614人であり、浜田市職員労働組合は組合員数392人（再任用

職員等を除く）である。各闘争は、春闘を年間闘争のスタートに位置付け、人員確保・男女平等推進闘

争、現業公企統一闘争、賃金確定闘争による要求・交渉を実施している。浜田市職員労働組合は、毎年

９月または10月に体制が変わり、執行委員長を筆頭に副執行委員長２人、書記長１人、書記次長２人、

財政部長１人の５役を中心とし、このほか執行委員13人を入れた計20人による執行部で構成されている。 

 島根県西部の中核都市として、これまで発展してきた浜田市であるが、2024年には人口が５万人を切

り、高齢化率も38％を超える状況で、近年、浜田市内においても多くの職場で働き手の減少が大きな問

題となっている。浜田市役所も例外ではなく、各部署で懸命に業務に携わる職員の心身の負担が増え、

そのことが休職や退職につながるケースもある。その結果、複数の部署で欠員が出ることもあり、人員

不足解消に向けた動きは急務となっている。 
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  2. 職員採用の状況 
 

(１) 職員採用の推移（一般事務員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 2015年度以前は、募集者数を「若干名」としている試験区分がある。 

注１）募集人数は、各年度における採用必要数である。複数回試験を実施している場合は、各試験実施要項上の募

集人数の合計を示している。 

 

 2014年以降の一般事務員の採用状況であるが、明らかに応募者数が減少している。特に2023年度の採

用状況は、近年で最も多かった2014年度の半数以下となっている。この10年の間で、全国的にはいわゆ

るブラック企業問題やコロナ禍にともなうリモートワーク等の働き方の見直し等、社会情勢や労働環境

の変化があった。加えて、直近では少子高齢化、地方公務員の成り手不足が社会問題となる等、多くの

課題がある中で、浜田市の職員採用もまたそれらの影響を受けていることは否めない。 
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(２) 職員採用の推移（専門職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2015年度以前は、募集者数を「若干名」としている試験区分がある。 

注１）募集人数は、各年度における採用必要数である。複数回試験を実施している場合は、各試験実施要項上の募

集人数の合計を示している。 

注２）専門職員は、土木技術員、建築技術員、看護師、保健師等で、消防職員を除く。 

 

 専門職員の採用状況については、上記の表やグラフで示すとおり一般事務員ほどではないものの、応

募者数は減少傾向にある。また採用者数については、2019年以降、募集人数の半分にも満たない状況が

続いている。専門職員には土木技術員、建築技術員、看護師、保健師等があるが、現役職員については

高齢化が進んでいる職種でもあり、質の高い住民サービスの提供に不可欠な技術の継承を行うために必

要な人員が明らかに足りていない状況となっている。 
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  3. 普通退職の状況 
 

(１) 普通退職者数の推移（年齢別） 

（単位：人） 

 

注１）消防職員を除く。 
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(２) 普通退職者数の推移（在職年数別） 

（単位：人） 

 

注１）消防職員を除く。 
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 普通退職者数については、年齢別に見ると30～39歳の年代が他と比べて多い傾向がある。また在籍年

数別に見ても６～10年のいわゆる中堅職員といわれる時期に入った職員の退職数が多い。特に2019年以

降にその数は増加している。これは、職員採用と同様にコロナ禍にともなうリモートワーク等の働き方

の見直し等による、社会情勢や労働環境の変化が要因の一つと考えられる。 

 
  4. 浜田市の取り組み 
 

 浜田市では2021年度から、職員採用試験の一次試験において、民間企業の入社試験で多く採用されて

いるＳＰＩを導入しており、民間企業も検討している受験者への受験へのハードルを下げる取り組みを

行っている。また浜田市職員採用案内パンフレットにおいても、浜田市役所でのキャリアについて、イ

メージを持ってもらうことを目的として、これまではなかった浜田市職員キャリアパスモデルという

キャリアアップの一例を示しており、主事級から部長級までの職員のこれまでの経歴や職場に対する生

の声を掲載している。加えて、2024年度には浜田市が直面している、職員採用試験への受験申込者数の

減少や職員の離職増加といった人材確保に関する課題に対し職場において、効果的な対策を講じるため

の事業も行う予定となっている。 

 こうした取り組みに対して、浜田市職員労働組合は職員採用試験のあり方や職場における人員不足の

実情を執行部に訴え、年度途中における合格者の前倒し採用等、人員不足や職場環境の改善に向けて積

極的に活動している。 

 

  5. まとめ 
 

 多くの職場において、退職という言葉はどちらかといえば、ネガティブな意味に捉えられることが多

いため、退職の理由を職場外に求めるというのは自然な流れであるのかもしれない。仮に普通退職が多

くても、それ以上に採用試験の応募者数が多ければ、組織として新陳代謝が活発に行われているといえ

る。しかし、普通退職者数が多く、かつ採用試験の応募者も少ないとなると、やはり職場自体に魅力が

欠けていると思われても致し方ない部分がある。採用者数や退職者数等、実際の数値として出てくるも

のはある種、氷山の一角であり、そこに現れていない現役職員の職場に対する率直な思いを受け止め、

執行部にも働きかけるとともに、一人でも多くの職員が、浜田市役所や浜田市の良さを周囲に話しやす

い状況を作っていくことこそ必要であると考える。 

 また、職員が心身共に疲弊し、将来のことを考える余裕がなくなってしまうことは、職員本人にとっ

ても職場全体にとっても不幸なことである。そのことが職員から地域の発展や課題解決のために働きた

いという意欲を低下させることにならないためにも、各種休暇が今まで以上に取りやすい環境づくりを

人員確保と同じように進めていかなければならない。 

 浜田市職員採用案内パンフレットの中には求める職員像として、以下の６項目がある。 

① 明るく、親切・丁寧で、市民の立場に立った対応のできる職員 

② 高い人権意識と倫理観を持ち、市民に信頼される職員 

③ 地域経営感覚とコスト意識を持つ職員 

④ 豊かな郷土愛を持ち、市民と協働してまちづくりに取り組む職員 

⑤ 新たな課題に挑戦する職員 

⑥ 活気のある職場づくりを目指す職員  

 浜田市役所で働きたい方だけでなく、現役職員がこれらの職員像を前向きにめざすことのできる職場

環境を作ることができるよう、浜田市職員労働組合として課題解決に向けて取り組んでいきたい。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


